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はじめに
　「
檀
欒
会
」
は
一
九
〇
二（
明
治
三
五
）
年
に
設
立
さ
れ
た
漢
詩
の
結
社
で、
主
催
者
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
活
躍
し
た
著
名
な
法
律
家
の
江
木
衷
（
一
八
五
八
―
一
八
二
五、
号
は
冷
灰
）
で
あ
る。
彼
は
中
央
大
学
の
前
身
で
あ
る「英吉利法律学校」の創立者の一人でもあった。　
檀欒会は月一度ほどのペースで開催され、
参加者の作品は
『檀欒集』
として編纂され刊行された。そ 「壬寅」
、「癸卯」
、「甲辰」
、「乙巳」
、
「
丙
午
」
の
巻
に
は
そ
れ
ぞ
れ、
一
九
〇
二
年、
一
九
〇
三
年、
一
九
〇
四
年、
一
九
〇
五
年、
一
九
〇
六
年
の
作
品
が、
「
壬
子
」
の
巻
に
は
一
九
〇
七
～
一九 一年に檀欒会の席上で披露 もの及びそれと関連する作品が収録されている。　
本稿では一九〇三（明治三十六）年一月十七日に行われた檀欒会第
十一集の作品を中心にとりあげたい。この会では、主人 江木冷灰が蘇軾の名作「聚星堂雪」の体に倣って作品を詠じたのを皮切りに、全国から唱和の が寄せられて、
最終的には作品総数は
百首にのぼった。
この唱和の具体的な状況、及び日本の文人と蘇軾、そして蘇軾の「聚 　「檀欒会」の詩人達と蘇軾
――本田種竹について――
池
澤
滋
子
星堂雪」という作品については、拙論「漢詩人としての江木衷―蘇軾「聚星堂雪」の次韻詩を中心に―」
（
１
）に述べた。
　
第十一集に作品を寄せた人々の総数は七十名にのぼり、
その中心は、
森槐南（一八六三―一九一一）
、永阪石埭（一八四五―一九二四）
、本
田種竹（一八六二―一九〇七）
、永井禾原（一八五二―一九 三）
、岩
渓裳川（一八五二―一九四三）
、上夢香（一八五 ― 九三七）
、関澤
霞
菴、
高
島
九
峰（
一
八
四
四
―
一
九
二
七
）、
土
井
香
國（
一
八
五
〇
―
一
九
二
一
）、
松
田
學
鷗
等、
主
と
し
て
星
社（
一
八
九
〇
年
に
再
興
さ
れ
た
森
槐
南
を
盟
主
と
す
る
詩
社。
九
四
年
に
解
散。
）
に
参
加
し
て
い
た
著
名
な
漢
詩
人達であった。以下にまず、これら主な作者とその作品数を挙げる。　　
江木冷灰（名は衷。法律家。
）　
二首
　　
永阪石埭（名
は周二。医師、書家、漢詩人。
）　
一首
　　
永井禾原（名は久一郎。官僚、実業家、漢詩人。
）　
一首
　　
手島海雪（名は知徳。製塩業者
）　
一首
　　
松田學鷗（名は甲。測量技師。
）　
一首
　　
關澤霞菴（名は清修。漢詩人
）　
一首
　　
土居香國（名は通豫。官僚、漢詩人。
）　
四首
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上夢香（名は真行。雅楽家。
）　
五首
　　
森槐南（名は公泰。漢詩人。
）　
六首
　　
高島九峰（名は張 輔。官僚
）　
五首
　　
結城蓄堂（名は琢。漢詩人
）　
十首
　　
本田種竹（名は秀。東京美術学校教授。
）　
二十四首
　　
岩渓裳川（名は普。漢詩人
）　
十首。
　
この他、全国各地から二十首以上の作品が寄せられた。寄せられた
作品の内容は様々で雪を詠じたものも、雪とは関係のないものもあるが、蘇軾 作品と同じ韻字 用い 次韻の作ということは共通する。　
主催者の江木は、
このように多数の作品が寄せられたことについて、
未曾有の盛事として喜んだ。また「癸卯」集の序文を書 た永阪石埭が、
「
憶
ふ
に
今
春
の
白
戰、
諸
將
詞
鋒
甚
だ
銳
く、
與
も
に
爭
ふ
こ
と
能
は
ざ
るに因りて、余辟易して檀公の上計を用ふるのみ矣。
」（序文）
、「癸卯
正月、待我歸軒檀欒会第十一集、東坡聚星堂の詩韻を用いるを課と為す。而して冷灰の首倡一たび出づるや、賡和するも
の極めて多し。一
人にして二十餘韻に至る者有り。盛んなりと謂う可き み矣。當時余儘かに一篇を作り 聊さか其責を塞ぐのみ。
」（第十二集、詩題）と述
べるほど、 人で多数の作品を寄せたものも多かった。特に目を引くのが本田種竹の二四首で、結城蓄堂と岩渓裳川が十首ずつ、高島九峰が七首、森槐南が六首、さらに土居香國 上夢香が四首ずつと続く。　
さて本稿ではこの寄稿作品がもっとも多い、本田種竹 作品を中心
に取り上げたいと思う。
一、本田種竹について
（
２
）
　
種竹は、一八六二（文久二）年六月二一日、徳島県徳島市の豪商の
家に生まれた。名は秀。字は実卿。通称は幸之助。幼少より藩儒岡本斯文（一八四三―一九一九）の家塾に入り、漢詩漢文を学んだ。後、上
洛
し
て
谷
太
湖（
一
八
二
二
―
一
九
〇
五
）、
江
馬
天
江（
一
八
二
五
―
一
九
〇
一
）、
頼
支
峰（
一
八
二
三
―
一
八
八
九
）
ら
に
詩
を
学
ん
だ。
一八九二（明治二五）年東京美術学校（現東京芸大）教授となり歴史を教授した。一八
九六（明治二九）年には文部大臣官房秘書などを勤
め
た。
こ
の
年
三
月
に
友
人
の
高
野
竹
隠（
一
八
六
二
―
一
九
〇
二
）、
天
田
愚
庵（一八五四―一 〇四）らと奈良月个瀬に観梅旅行に出かけ、多くの作品を残した。一九〇一（明治三四）年退官し、以後はもっぱら詩文を友とした。
「星社」の時代に漢詩人としての種竹の名声は高まり、
一九〇六（明治三九）年自然吟社を主宰した。彼は明治漢詩壇の重鎮と
し
て、
森
槐
南、
国
分
青
崖
と
と
も
に＂
三
大
詩
人
＂
と
称
さ
れ
た。
一九〇七（明治四〇）年九月二九日、四六歳で死去。詩集に『懐古田舎詩存』などがある。詩風は王士禎（ 六三四―一七一一、清朝初期の詩人、
文学者。字は貽上。号は漁洋山人。
）の流れを汲んだと言われ、
平
易
で
感
傷
的
で
あ
っ
た。
懐
古
の
詩
を
好
ん
で
作
っ
た
の
で、
＂
懐
古
博
士
＂
とも呼ばれた。　
明治の著名な小説家である夏目漱石（一八六七―一九一六）や歌人
の正岡子規（一八六七―一九〇二）らも種竹に漢詩文の指導を仰
いで
いた。種竹と交流が深く、彼を尊崇していた正岡子規は、種竹の文学につ て次のように述べている
（
３
）。
　　　
　
東京に三詩人あり、曰く国分青崖曰く本田種竹曰く森槐南是
なり。…種々の点に於いて青崖槐南の中間に位する者を種竹とす。種竹は題目を採ること青崖の如く狭隘ならず、しかも槐南の格調を排するにも倣はず。寧ろ題目の広きは槐南 似たれど
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も俗題目を取りてこれに心力を注ぐに至りては猶槐南に及ばざるべし。且つ純粋なる格調派の詩も青崖 如かず。而して青崖も之を味はず、槐南も之を吸はず、独り種竹の料理に入る者を雅趣とす。青崖槐南は此雅趣に対して如何の意見を有するやを知らざれども種々なる点より察すれば二人は雅趣を解すること種竹の如く多からざるが如し。雅趣は必ず も高山大嶽の間にはあらず、必ずしも怒濤奔流の辺にあらず、必ずしも古詩 擬したる処にあらず。雅趣は一草一木の間にも見出だし得べく、細径小流の辺 も見出だ 得べし。南山を見る能 ざる市中の小国にも雅趣あるべく 古語 古詩も知らざる傖父の談話にも雅趣あるべし。此間の消息を解する者 夫れ種竹か。人或はいふ種竹の詩稍々俗気を帯ぶと。此俗気 いふ者蓋し雅趣 誤解せし者なるべし。然れども雅と俗とは相遠くして近 雄渾と俗との全く相離隔せ が如き類に非 種竹が雅ならんと て誤って俗に陥
る事もあるべし。吾も時として多少の俗気を認め
ざるに非ず、只些少の俗気を以て其長所を掩はんとするは吾の取ら 所なり。青崖槐南の長所は世皆之を知る、而して種竹に至りては誤解する者多し。故に種竹のために一言する み
　
子
規
は
こ
こ
で、
種
竹
の
詩
に
つ
い
て、
「
時
と
し
て
多
少
の
俗
気
を
認
め
ざ
るに非ず。
」と述べるも「独り種竹の料理に入る者を雅趣とす。
」とし
て、その作品を高く評価していることがわかろう。
二、本田種竹と向山黄村
　
さて、檀欒会第十一集の作品は蘇軾の「聚星堂雪」の体に倣って詠
じられたものだが、ここで種竹と蘇軾との関わりについて考えてみた
い。　
種竹の詩集『懐古田舎詩存』付録の「詩歴」には、一八七八（明治
十一）年以降、種竹が製作した作品の詩題が編年で掲載されている。こ
の
中
に
は、
「
雪
中
偶
咏
用
坡
翁
尖
叉
韻
四
首（
雪
中
に
偶
た
ま
咏
じ、
坡
翁
尖叉の韻を用ふ四首）
」（明治十六年）
、「一夜不寐百感蝟集偶把蘇文忠
集讀之因用八月十日看月懷子由並崔度
賢良詩韻賦此（一夜寐ねず百感
蝟集す。偶たま蘇文忠集を把りて之を讀み因りて八月十日月を看て子由並びに崔度賢良を懷ふ、
の詩の韻を用ひ此に賦す）
」（明治十八年）
、
「
曉
起
游
岡
氏
園
即
目
倣
坡
翁（
曉
に
起
ち
て
岡
氏
の
園
に
游
ぶ。
即
目
し
て
坡
翁に倣ふ）
」（明治二十年）のように、その詩題から直接蘇軾の作品を
意識したとわかるものがあり、種竹の関心の高さが窺える。特に「雪中偶咏用坡翁尖叉韻四首」は恐らく蘇軾 「雪後書北臺壁二首（雪の後北臺壁に書す二首）
」（末句の韻字は其一が「尖」
、其二が「叉」
）を
意識した作品であろう。これも雪を詠じ 蘇軾の名作であ以前から、蘇軾の雪の詩に関心があったことがわかろう。　
さらに、本田種竹と蘇軾のつながりを考える上で、種竹が幕末から
明治期にかけての著名な漢詩人向山黄村（一八二六―一八九七 名は栄、
一
履、
字
は
欣
夫。
）
と
親
し
く
交
流
し
て
い
た
と
い
う
事
実
こ
と
は
興
味
深い事実である。　
向山黄村は
幕末に活躍した江戸幕府の重臣の一人で、外国奉行、目
付などを歴任したが、維新後は出仕せず、東京に居を構えて隠居生活を送った。詩作三昧の自適の生活の中で制 した作品は七千首に 及んだという。黄村は蘇軾を尊崇していることでも知られていた。河田慣
堂（
一
八
三
五
―
一
九
〇
〇、
名
は
熙。
）
は「
黄
村
向
山
先
生
墓
碑
銘
」
の
中で、黄村の蘇軾への傾倒ぶりを「平生尤も大蘇に尸祝す。凡そ書畫
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の蘇に係る者は力を極めて蒐聚す。閣は宝末と曰ひ、軒は景蘇と曰ひて以て志す所を示す。又善く鑑識し、藏する所の金石古器、左右に陳設し 、怡然として自ら娯む。
」と述べている。
　
黄村は毎年蘇軾の誕生日に寿蘇会を開いて蘇軾を祭っていたが、種
竹もしばしばその会に参加していた。以下の表は種竹の『懐古田舎詩存』付録の「詩歴」に見える詩題の中で、向山黄村の名が見えるものを列挙した である。なお、黄村とは直接関わりがないかもしれないが、蘇軾に関連する作品は＊を付して表 に列挙した。　
このうち、一八八九年の種竹の作品「黄村向山先生齡躋七秩、諸子
胥謀設讌於東台彭善樓獻酒稱壽、席間分韻賦此供郢政（黄村向山先生齡七秩を躋ゆ。諸子胥東台の彭善樓に於ひ 讌を設け酒を獻じ壽を稱さ
ん
こ
と
を
謀
る、
席
間
に
分
韻
し
て
此
を
賦
し
郢
政
に
供
す
）」
は『
詩
存
』
巻一に全文が収録されている。これは二十九韻に及ぶ長詩で、黄村の生涯を詠じたもの
である。以下に種竹の詩の前半を示す。
　　
１黄翁性直嫌脂葦
　
黄翁性直くして脂葦を嫌ふ
　　
２生長朱門意氣揮
　
朱門に生長して意氣揮ふ
　　
３卅年贊畫蓮花幕
　
卅年
　
畫に贊す
　
蓮花の幕
　　
４閣老虛左當詢咨
　
閣老左を虛しくして詢咨に當たる
　　
５銀楂曾奉八月使
　
銀楂
　
曾て奉ず八月の使
　　
６虬髯胡客驚輕肥
　
虬髯の胡客
　
輕肥に驚く
　　
７異域山川歸顧眄
　
異域の山川
　
顧眄に歸し
　　
８明時俎豆見光輝
　
明時の俎豆
　
光輝を見る
　　
９歸來寧測陵谷變
　
歸來
　
寧ぞ測らんや陵谷の變ずるを
　　
10關左八州交旌旅
　
關左八州に
　
旌旅を交ふ
　　
11將軍赤誠表歸順
　
將軍赤誠にして歸順を表し
一八九六 （明治二九） 年一八 五 （明治二八） 年一八九四 （明治二七） 年一八九三 （明治二六） 年一八九二 （明治二五） 年一八九一 （明治二四） 年一八九○ （明治二三） 年一八八九 （明治二二） 年一八八七 （明治二十） 年 一八八五 （明治十八） 年一八八三 （明治十六） 年
年
　「東坡生日景蘇軒席上分韻得歌」　「東坡生日景蘇軒席上率賦」　「東坡生日景蘇軒清集分韻」　「早晚黄村翁過艸廬見贈五古一章次韻」　「黄村翁過訪席間分韻得麻」＊ 「後赤壁夜清樾書屋小集席上賦」　「東坡生日黄村翁景蘇軒酒間同諸子分韻得東」　「一月十八日讀杜草堂小飲、送望南游月瀨有詩次韻同黄村翁賦二首」　「夏日黄村翁晚晴閣」　「九月十三夜新居湘香宅賞月黄村翁及諸子分韻」　「陰歷臘月坡公生日黄村翁景蘇軒同鹿門望南貫堂　「二月十二日黄村翁來過、席上分韻得眞同賦、此日南摩羽峰、寺田南望亦至、句中故及」　「立春 雪黄村翁有詩見示次韻」　「黄村翁過弊廬、酒間賦呈」　「訪黄村翁賦呈仍前韻」　「黄村向山先生齡躋七秩、諸子胥謀設讌於東台彭善樓獻酒稱壽、席間分韻賦此供郢政」＊ 「曉起游岡氏園即目倣坡翁」　「同次向山黄村翁送別韻」 　「新年口號用向山黄村翁韻戲賦」　「七月十七日訪黄村翁登樓、分山雨欲來風滿樓七字、得山滿樓三字率賦詩驟雨凉甚」　「同黄村翁飲于吞海樓率賦以贈」　「訪黄村翁分韻得欲」　「戲贈黄村翁」＊ 「一夜不寐百感蝟集偶把蘇文忠集讀之因用其八月十日看月懷子由並崔度賢良詩韻賦此」
＊ 「雪中偶咏用坡翁尖叉韻四首」
詩題
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12日月天門壯甸畿
　
日月の天門
　
甸畿壯なり
　　
13自稱我順帝之則
　
自ら稱す
　
我帝の則に順はんと
　　
14西山豈敢歌采薇
　
西山豈に敢へて采薇を歌わんや
　　
15百年世上惟樂道
　
百年世上惟だ道を樂しみ
　　
16千仞岡頭且振衣
　
千仞の岡頭
　
且しばらく
く衣を振る
　　
17向禽有願畢婚嫁
　
向禽
　
婚嫁畢れるの願有り
　　
18阮籍無意關譽譏
　
阮籍
　
譽譏に關るに意無し
　　
19只好人生貴適意
　
只だ好し
　
人生意に適ふを貴ぶを
　　
20此去漢陰宜息機
　
此れより漢陰を去りて宜しく機を息むべし
　　
21富貴一場春夢婆
　
富貴一場は春夢の婆
　　
22翰林不復戀賜緋
　
翰林
　
復た賜緋を戀わず
　　
23赤壁文章黃州酒
　
赤壁の文章
　
黃州の酒
　　
24臣心如水風月知
　
臣心水の如きは風月のみ知らん
　　
25風月不用一錢買
　
風月用ひず一錢もて買うを
　　
26默契天地無是非
　
天地に默契して
　
是非無し
　　
27飽餐大千沆瀣氣
　
飽餐す大千沆瀣の氣
　　
28心
遊八極不可羈
　
心は八極に遊びて羈ぐ可からず
　
第一句から十四句までは、黄村の幕臣時代の活躍をいおう。黄村は
万延元（一八六〇）年、三五歳の時に奥右筆（幕府の機密文書の管理や作成なども行う役職 となり、そ 後目付に昇進した。そして慶応二（一八六六）年、黄村は外国奉行となり、パリ万国博覧会に将軍慶喜の名代としてヨーロッパ派遣を命じられた徳川昭武 随行 て全権大使としてフランスへ向った。異国でも彼の威風堂々とした姿は外国人を驚かせ、日本人と日本文化のすばらしさをに世界に知ら めたというのである。
　
黄村がフランスから帰国すると、将軍徳川慶喜は政権を返上し、日
本はすでに明治の世となっていた。黄村は若年寄に進められるが辞職して子の慎吉 家督を譲った。後、徳川氏の駿府移封とともに十月静岡に移り、静岡学問所頭取となったが 学制頒布により廃校になって再び東京に戻り、隠棲して文墨に親しんだ。第十五句から第二十句までは、黄村が一切の官職を辞して世俗との関わりを絶ち、何者にも束縛されない自由な境地であったと詠じる。　
第
二
一
句
の、
「
春
夢
婆
」
は、
東
坡
が＂
罪
人
＂
と
し
て
流
さ
れ
て
海
南
島
の昌化に在った時 老婆 「內翰様、あなた 人生の得意の時期は春の夢 よう はかないもので たね。
」と言ったという故事
（趙令畤
『侯
鯖錄』巻七）に基づく語であり、
蘇軾の作品にも、
「投梭每困東鄰女、
換扇惟逢春 婆」
（「被酒獨行遍至子雲威徵先覺四黎之舍」
）と見える。
官職への未練を断ち切り、人生を達観して配所で 生活を楽しんだ蘇軾の姿を、黄村になぞらえたのであろう。　
第二三句は蘇軾の『赤壁賦』を踏まえる。これも、左遷されて黄州
の団練副使に在った時に詠じた作品であ 。第二四句の
「臣心如水」
は
主
君
へ
の
忠
誠
心
を
指
し
た
語（
『
漢
書
』「
鄭
崇
伝
」）
で
あ
る。
向
山
黄
村
には、かつて老中格小笠原長行 従って尊攘運動の抑圧を図ったが、朝廷の非難を招き失敗し、
免職
・
差控に処せられたということがあり、
蘇軾と同じく 黄村も官途の不遇を経験していたのである。第二十五句
は
李
白
の「
襄
阳
歌
」
に「
清
風
朗
月
不
用
一
錢
買、
玉
山
自
倒
非
人
推。
」
を踏まえたものであり、すがすがしい風や皓々と照る月は誰 でも楽しめるものである、と飲酒の楽しみを表現したも であ 。蘇軾の作品
に
も「
醉
裏
未
知
誰
得
、
滿
江
風
月
不
論
錢。
」（「
與
潘
三
失
解
後
飲
酒
」）
という表現がある。
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このように、種竹の詩は黄村の蘇軾愛好を反映し、蘇軾の作品を意
識
し
て
作
ら
れ
て
い
る。
『
詩
存
』
の
詩
題
を
見
る
と、
彼
が
し
ば
し
ば
黄
村
の
主催する寿蘇の会に招かれ作品を詠じていたことも明らかで、種竹が黄村との交流を通じて、
蘇軾に触れる機会が多かったことがわかろう。
檀欒会第十一集が開催された日は、陰暦の十二月十九日で、奇しくも東坡の生日にあたっていた。この会が開かれたのは黄村の死後であるが、種竹は独自 寿蘇の作品「十一疊聚星堂詩韻壽蘇長公生日」を詠じている。
　
檀欒会第十一集以一月十七日開燕、主客賦詩皆用坡公原韻。此
日實為陰曆十二月十九日恰值公誕辰。公之靈而有知。亦當喜海外奇緣。壽蘇有例、何可無詩。因追作以志景仰云。　
檀欒会第十一集は一月 七日を以て燕を開く、主客詩を賦すに
皆坡公の原韻を用ふ。此日は實に陰曆の十二月十九日為りて恰に公の誕辰に值たる 公の靈知る有り。亦た當に海外奇緣を喜ぶべし。壽蘇に例有り
、何ぞ詩無かる可けんや。因りて追作して以て
景仰を志すと云ふ。
　　
１峨眉老仙餐玉葉
　
峨眉の老仙
　
玉葉を餐らひ
　　
２草堂四壁繪烟雪
　
草堂の四壁
　
烟雪を繪く
　　
３磨蝎身宮陰讖存
　
磨蝎の身宮
　
陰讖存し
　　
４華嚴法界妙相絕
　
華嚴の法界
　
妙相絕ゆ
　　
５心神解脫形豈拘
　
心神解脫して形豈に拘はらんや
　　
６憂患從容氣不折
　
憂患に從容と 氣折けず
　　
７烏臺何罪遭織羅
　
烏臺何の罪ありて織羅に遭はん
　　
８奎閣有碑見刊滅
　
奎閣に碑有りて刊滅せらる
　　
９致君堯舜心空願
　
君を堯舜 致すことを
　
心に空しく願ひ
　　
10當朝王呂肘頻掣
　
朝に當りては
　
王呂
　
肘頻りに掣く
　　
11笛里孤鶴秋穿雲
　
笛里に孤鶴
　
秋
　
雲を穿ち
　　
12壺中九華霞點纈
　
壺中の九華
　
霞
　
纈を點ず
　　
13黃州遠謫猶逍遙
　
黃州遠謫
　
猶ほ逍遙
　　
14靑苗新法何瑣屑
　
靑苗新法に
　
何ぞ瑣屑されん
　　
15三生幻影朝雲亡
　
三生は幻影にして朝雲亡び
　　
16一場富貴春夢瞥
　
一場の富貴
　
春の夢のごとく瞥す
　　
17玉局奉祠竟何用
　
玉局
　
祠を奉ずるに
　
竟に何をか用ひん
　　
18金蓮歸院誰復說
　
金蓮もて院に歸る
　
誰をか復た說かん
　　
19後八百年慰公靈
　
後の八百年に公の靈を慰さめ
　　
20大江東去版敲鐵
　
大江は東に去り 版もて鐵を敲く
　
森槐南はこの詩に評して「檀欒集は東坡生日に值たる。衆皆覺へざ
れども種竹獨り篇を賦す、眉山一世を包括して毫髮も遺り無し。豈に其靈の暗中に之を助くる者有らんや。
」と述べ、
「笛里孤鶴秋穿雲、壺
中九華霞點纈」
、「三生幻影朝雲亡、一場富貴春夢瞥」を佳句として賞
賛している。種竹が東坡の生日 記憶していたのは、やはり向山黄村の影響が大きいと考えられよう。他の文人達がそのことを意識していなかったという槐南の評語から察するに、檀欒会に参加した文人の中でも種竹は特に蘇東坡に深いに関心を持っていたこと 窺われる。　
三、種竹の「聚星堂雪」次韻詩（一）
　
以
下
に
は、
檀
欒
会
第
十
一
集
で「
聚
星
堂
雪
」
に
次
韻
し
た
種
竹
の
作
品
二四首の詩題をあげる。　　
１詠
雪用東坡聚星堂韻（檀欒会課題）
　　
２同二疊韻
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３同三疊韻
　　
４四疊韻似檀欒会諸君
　　
５五疊韻
贈槐南君
　　
６
 六疊東披聚星堂詩韻
　　
 予用東坡原韻五疊
詩既載報
紙、一日賭匿名生寄書曰、子
詩雖佳
則佳、無乃以多取勝、然予則始無意予則始無意於求工、
皆一
時
興到
信手捏出、
豈故意多勝。為因更六疊、
以代解嘲併自嘲云爾。
　　
７七疊韻志感
　　
病後枕上、一夕不寢俯仰、今夕感愴久之、
所云樂极而哀到者。
　　
８
 一月
晦天雨雪盈
地三寸入夜未止、吾意快甚、八疊聚星堂韻寄冷
灰居士。
　　
９翌朝獨登東台賞
雪九疊
蘇韻、此日實為陰曆癸卯開歲第四日
　　
10十疊前韻簡青厓
　　
11十一疊聚星堂詩韻壽蘇長公生日（※前節参照）
　　
12十二叠韻酬裳川九峰二家見
贈兼懷玉
池主人
　　
13天復大
雪偶有
所感、用聚星堂禁體韻十三疊
　　
14十四疊韻謝玉
池主人
贈自畫
梅花一幀
　　
15十五疊韻自題近稿後
　　
16十六疊韻酬裳川見再
贈
　　
17十七疊韻酬答裳川三
贈
　　
18十八疊韻酬答裳川四
贈
　　
19十九疊韻却
贈裳川
　　
20二十疊韻寄冷
灰居士兼懷說詩軒主人
　　
 居士一用東坡韻和者
續出、洵極一時之盛、予亦不
顧譾劣遂疊
迨
二十章、彼匿名生
所謂、以多勝之
誚竟
所不免。杜少陵云、
詞賦
工無益、何矧不工、予至是真以為閣筆、想
他時白髮種種、重自
稱之
雪鴻印泥之
感、蓋有不能自制于內者焉耳。
　　
21二十一疊云戲示岩溪裳川
　　
22二十 韻答落合東郭
　　
 東郭藏竹田畫山水小幀極為妙品。予數求其割愛而不聽、今誦東郭贈詩、亦及此、予不能無言
也。
　　
23二十三疊韻似學鷗蓄堂二子
　　
 日來無事、學鷗蓄堂前後見訪、學鷗曾獲竹田居士畫莊像幅、亦愛藏蘗山木
菴師書
卷各携以示予。掃地焚香披觀移晌酒間往往譚
藝吾意頗樂。之後數日、二子皆投
贈有
詩、因戲作此以代酬答。
　　
24二十四疊韻誦吉野櫻山
贈詩卻寄
　
詩
題
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に、
作
品
の
内
容
は
様
々
で、
「
雪
」
を
詠
じ
た
ものもあれば、
「雪」
とは関係ないものもある。本稿では種竹が
「白戦」
の体に倣って「雪」を詠じた作品を中心に見てみたい。　
以下に種竹の最初の作品「詠
雪用東坡聚星堂韻」をあげる。
　　
１
夢聽吳蠶食桑葉
　
夢に聽く
　
吳蠶の桑
葉を食するを
　　
２醒來牖竹風灑
雪
　
醒め來れば牖竹
　
風
　
雪を灑く
　　
３萬籟陰沉鐘語澄
　
萬籟陰沉として
　
鐘語澄み
　　
４千林凍合鳥飛絕
　
千林凍合して
　
鳥飛絕す
　　
５寒欺
紙帳燈失光
　
寒は
紙帳を欺き
　
燈は光を失ひ
　　
６冷逼琴牀
絃將折
　
冷は琴牀に逼まりて
　
絃將に折れんとす
　　
７頓知大地色塵空
　
頓みに知る大地
　
色塵空しく
　　
８轉使幽人心垢滅
　
轉たた幽人を使て心垢滅せしむを
　　
９炙硯爐
灰柴火陷
　
硯を炙りて爐
灰
　
柴火陷ち
　　
10呵毫几席衣稜掣
　
毫を呵して几席
　
衣稜掣く
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11天燭照階如夜珠
　
天燭
　
階を照らして夜珠の如し
　　
12山茶
落地作春纈
　
山
茶
　
地に
落ちて春纈を作す
　　
13高風聞昔披羊裘
　
高風
　
聞く昔
　
羊裘を披るを
　　
14妙
繪誰今彈粉屑
　
妙
繪
　
誰か今
　
粉屑を彈かん
　　
15那
邊鴻爪印泥存
　
那れの
邊にか鴻爪の印泥存す
　　
16此度空
花過眼瞥
　
此度の空
花
　
眼を過ぎりて瞥し
　　
17庭面撒鹽言已陳
　
庭面に鹽撒くは
　
言
　
已に陳ぶ
　　
18井眉堆麵客休說
　
 井眉
　
麵を堆たかくするは
　
客
　
說くを休め
よ
　　
19明朝我按水龍吟
　
明朝我按ず
　
水龍吟
　　
20紅兜吹笛學老鐵
　
紅兜吹笛して老鐵を學ばん
　
詩人が眠りから覚めると、外では雪が降り出していた。第三句から
第十句では、外は一面の銀世界となり、あたりには寒気が立ち込めてい
る
様
を
詠
じ
よ
う。
詩
の
後
半
で
は
様
々
な
雪
の
典
故
を
用
い
て
い
る。
第
十
三
句
は、
後
漢
の
隠
者
厳
子
陵
の
故
事
で
あ
る（
『
後
漢
書
』「
逸
民
傳
」）
後
漢書には「雪」との関連性は描かれていないが、たとえば元の詩人薩都
剌
の「
釣
雪
圖
」
な
ど
に
は「
人
間
富
貴
草
頭
露、
桐
江
何
處
覓
羊
裘。
」
と
して雪の情景と結び付けられている。第
14句は元代の画家王蒙の『岱
宗密雪图』にまつわるエピソードであ 十五句は蘇軾の「和子由澠池懷舊」の、
「人生到處知何似、
應似飛鴻踏雪泥。泥上偶然留指爪、
鴻
飛
那
復
計
東
西。
」
と
い
う
句
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う。
第
十
七
句
は
晋
の謝安の姪道韞が降る雪を柳絮に喩えたという故事、第十八句は『雲仙雑記』に載る故事で、
「群公雪に對す、
尚隆之曰く『面金井に堆もる、
誰か湯餅を調へんや？』吳永素曰く『玉天山に滿つるも、佩環刻し難き
な
り！』
と。
坐
間
其
の
韻
の
精
し
き
に
服
す。
」
と
あ
る。
し
か
し、
こ
れ
らの故事について種竹は「言已陳」
、「客休說」と述べる。これは同じ
雪の典故でも、自らの作品には使い古されたものでない、新しいものをとりいれようという種竹の姿勢のあらわれではなかろうか。　
第二十句の「老鐵」は元の詩人楊維禎（一二九六―一三七〇年、字
廉夫、号鉄崖、東維子）で
『明史』
「楊維禎伝」に「華陽巾を戴せ、
羽
衣
を
披
き、
船
屋
の
上
に
坐
し
て、
鐵
笛
を
吹
き、
『
梅
花
弄
』
を
作
す、
甚
しきは或ひは侍兒を呼びて『白雪』の辭を歌ふ、自ら鳳琶に倚りて之に
和
し、
賓
客
俱
も
に
翩
躚
と
し
て
起
ち
て
舞
ふ。
」
と
あ
り、
種
竹
は
こ
の
故
事を引き合いに出したのであろう。　
しかし、種竹のこのような工夫は必ずしも一般の読者に伝わるかと
いうというと、やや困難があったようである。槐南の評語では種竹奇才ぶりを称えながらも、
作品中に使われている王蒙の
『岱宗密雪图』
に
ま
つ
わ
る
故
事
に
つ
い
て、
「
吾
れ、
今
の
才
俊
の
許
の
事
知
ら
ざ
る
者
甚
だ
多
き
を
恐
る。
良
工
苦
心
何
人
ぞ
剖
白
せ
ん。
」
と
述
べ、
種
竹
の
せ
っ
か
く
の
工夫も、理解できる読者は少 いので と危惧している。　
次に「同二畳韻」をあげる。
　　
１風木蕭槭拂殘葉
　
風木蕭槭として殘葉を拂ひ
　　
２一夜林皋盈尺雪
　
一夜にして林皋尺に盈つる雪
　　
３椽燭貴游紅粉圍
　
椽燭の貴游
　
紅粉圍み
　　
４柴門冷臥履綦絕
　
柴門の冷臥
　
履綦絕ゆ
　　
５人從畫裡見
蕉堅
　
人は畫裡從り
蕉堅を見
　　
６竹列階前成磬折
　
竹は階前に列んで磬折を成す
　　
７飢鷹應思窟兔營
　
飢鷹は應に思ふべし窟兔の營
　　
８拙鳩可憫巢卵滅
　
拙鳩は憫む可す巢卵滅するを
　　
９樵屋林寒晨爨微
　
樵屋
　
林寒くして
　
晨爨微かに
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10酒帘村瞑暮風掣
　
酒帘
　
村瞑くして
　
暮風掣く
　　
11横冒野橋驢背危
　
冒を橫にして
　
野橋
　
驢背に危うく
　　
12亂飄粧閣簾衣纈
　
亂飄す
　
粧閣
　
簾衣の纈
　　
13誰知畫粥惜光陰
（
４
）　
誰か知らん
　
畫粥の光陰を惜むを
　　
14安得朱門鋪木屑
　
安ぞ得んや
　　
朱門の木屑を鋪くを
　　
15策馬傳厨酣幾場
　
馬を策うって厨に傳へ幾場を酣しみ
　　
16染花書聯感一瞥
　
花を染めて聯を書し一瞥に感ず
　　
17綵勝何工兒女嬉
　
綵勝何ぞ工にして兒女嬉び
　　
18豐登有兆老農說
　
豐登に兆有りと老農說く
　　
19道人襟抱冬花孤
　
道人襟抱す冬 の孤
　　
20夢踏層冰腳如鐵
　
夢に層冰を踏み
　
腳
　
鐵の如し
　
槐南はこの詩の評語で「嘗て徐青藤集を讀むに、詠雪の七言排律一
篇有り。奇譎ならざるに非ざるも而して紅を剪り翠を刻し、動もすれば傷はだ雕鏤繁碎たり。種竹近日造詣大いに深く、翹然として獨り瑰詞綺調を出し別裁を具有す 樵屋酒帘の數語に至り
ては、奴僕以て田
水
月
を
命
ず
可
き
な
り。
」
と
述
べ、
種
竹
の
作
品
を
徐
渭（
一
五
二
一
—
一五九三、
明代の文人。天池山人、
田水月、
青藤老人などと号した。
）
の作品とも比べてそのすばらしさを評価している。
『徐渭集』
（中華書
局）には雪を詠じた七言排律が数編見えるが、例えば卷六の「驢影㶚橋能幾個、
鳳吹華館有千家。敗綿不熱衣如鐵、
窮巷無煙突似揩。
」（「萬
曆
八
年
正
月
三
日
四
日
連
大
雪
」）
な
ど
の
句
は、
種
竹
の
詩
と
類
似
し
た
趣
が
あろう。
四、種竹の「聚星堂雪」次韻詩（二）
　
さらに種竹の「同三疊韻」を見る。
　　
１不似人間刻楮
葉
　
人間の楮
葉を刻むに似ず
　　
２化工妙戲試一
雪
　
化工の妙戲一
雪を試む
　　
３虛無飄緲天地通
　
虛無に飄緲して
　
天地通じ
　　
４玲瓏透徹聲聞絕
　
玲瓏
　
透徹
　
聲聞絕ゆ
　　
５瀚
海夜閉冰千
層
　
瀚
海
　
夜に閉ざす冰千
層
　　
６蜀棧晴
懸盤九折
　
蜀棧
　
晴れて
懸かる
　
盤九折
　　
７江上青衣馬語寒
　
江上の青衣
　
馬語寒く
　　
８山中紅氈客蹤滅
　
山中の紅氈
　
客蹤滅す
　　
９簸揚乍見喬木僵
　
簸揚
　
乍ち見る喬木の僵
　　
10雷硍時遭回飇掣
　
雷硍
　
時に遭ふ
　
回飇の掣くを
　　
11或映睥睨森旆旌
　
或は睥睨に映り旆旌を森
さか
んにし
　　
12又掠罘
罳幻
紋纈
　
又罘
罳を掠め
紋纈を幻ず
　　
13閶闔誰擎玉女盆
　
閶闔
　
誰か擎げん玉女の盆
　　
14神仙應食
雲母屑
　
神仙
　
應に食らふべし
雲母の屑
　　
15爐中有火點易
消
　
爐中に火有り
　
點ずれども
消え易く
　　
16風
邊何
花去如瞥
　
風
邊何の
花ぞ去ること瞥するが如し
　　
17謝庭子侄昔空
慕
　
謝庭の子侄
　
昔空しく
慕ひ
　　
18龍門賓侶今誰說
　
龍門の賓侶
　
今誰か說かん
　　
19百年此志何以穿
　
百年此の志
　
何を以て穿かん
　　
20冰
花寒沁一硯鐵
　
冰
花の寒沁
　
一硯の鐵
　
この作品の雪の情景は、一幅の山水画の風景の中を旅する人物の視
点から書かれているように感じられる。作品中に描かれた風景は雄大で、降る雪も豪快であ 。森槐南はその評語で「此れ則はち清雄頓挫閒婉瀏亮、又則はち一副の天生爐鞴たり、即はち太白の蜀道難、梁甫吟皆在るが如し。鎔鑄する所 庀才の博きこと驚異と為す可し。青衣
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紅氈の二語、
實に新城の絕句從り化出して、
亦た妙にして痕跡無し。
」
と述べ、
種竹が古典の名句を踏まえ、
それを自家薬篭中のものとして、
自らの詩に溶かし込んでいることを指摘する。　
第五句「瀚海夜閉冰千層」は岑参の句「瀚海闌干百丈冰、愁雲惨淡
万
里
凝
」（「
白
雪
歌
送
武
判
官
帰
京
」）
を
踏
ま
え
た
も
の、
第
六
句
の「
蜀
棧
晴懸盤九折」は李白「蜀度道難」に「青泥何盘盘、
百步九折萦岩峦。
」
とあり、これらは夜の砂漠の寒々とした風景と、昼には眼前に広がるくねくねと幾十にもうねる険しい道を描写したものであろう。　
第
六、
七
句
は
槐
南
の
指
摘
に
よ
る
と
王
士
禛（
一
六
三
四
―
一
七
一
一、
山
東
省
新
城
の
人。
号
は
阮
亭、
漁
洋
山
人
な
ど。
）
の
絶
句
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あるという。王士禛の著名な作品「真州絕句五首」
（其四）には、
「江
干多是釣人居、
柳陌菱塘一帶疏。好是日斜風定後、
半江紅樹買鱸魚。
」
と
あ
る
が、
種
竹
の「
江
上
青
衣（
川
べ
り
に
居
る
人
）」、「
山
中
紅
氈（
山
中
に
広
が
る
紅
の
絨
毯
）」
の
句
は、
王
士
禛
の
句
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る。
しかしここでは「馬語寒」
、「客蹤滅」と述べるので、寒気の充ちた静
謐
な
空
間
の
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
よ
う。
第
九、
十
句
で
は
激
し
い
風
に
吹
き
曝
される喬木を描き、第十一、
十二句では建造物に目を向け、
「睥睨（城
壁の上の凹凸の小壁）
」は「罘
罳（軒や窓に備えられた鳥よけの網）
」
に降りかかる雪の様 詠じる。　
第十三、
十四句では天上の世界に思いを巡らす。
「閶闔」は天の宮殿
の
門、
「
玉
女
盆
」
は
仙
女
が
髪
を
洗
う
と
い
う
伝
説
の
盆
だ
が、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
掲
げ
て
雪
を
集
め
る
の
で
あ
ろ
う。
「
雲
母
屑
」
も
こ
こ
で
は
雪
を
喩
え
て
いると考えられる。元稹の「酬樂天雪中見寄」に 鏡水遶山山盡白、琉
璃
雲
母
世
間
無。
」
と
あ
る。
さ
き
の
槐
南
の
評
語
に
李
白
の「
梁
甫
吟
」
が
下敷きになっているとの指摘があったが、おそらく こ 梁甫吟
の「帝傍投壺多玉女、三時大笑開電光、倐爍晦冥起風
雨。閶闔九門不
可通、以額扣關閽者怒」に発想を得たものであろう。　
このように、種竹の作品は数多くの作品からアイデアをもらいなが
ら、それを作品中に溶かしこんで一つの情景に纏め上げている。このことを槐南は「妙無痕跡」と賛嘆している である。　
種竹は東京藝術大学で歴史を講じていたが、そ 書画骨董の鑑識眼
の高さは有名であった。
同じく檀欒会第十一集で種竹が詠じた
「二十二
畳韻答落合東郭」はそのことがうかがえる作品である。　　
 東郭藏竹田畫山水小幀、極為妙品。予數求其割愛而不聽。今誦東郭
贈詩亦及此、予不能無言
也。
　　
 東郭
　
竹田の畫山水小幀を藏す、極めて妙品為り。予數しば其の
割愛を求むるも聽かず。今東郭の
贈詩を誦するに亦た此に及ぶ、
予言無きこと能はざるなり
　　
１
雲林畫竹笑
蘆葉
　
雲林
　
竹畫きて
蘆葉笑ひ
　　
２山農寫
梅夢江
雪
　
山農
　
梅を寫ひて江
雪を
夢む
　　
３大抵文人戲
墨工
　
大抵
　
文人
　
戲
墨に工みなり
　　
４繇來神契妙品絕
　
繇來
　
神契
　
妙品絕なり
　　
５耽隱田君襟自沖
　
耽隱の田君
　
襟こころ
自ら沖
むな
し
　　
６論交賴子節常折
　
論を賴子と交へて節常に折る
　　
７
 紅豆詞客圖譜傳（
 自注：竹田精于詞曲別號紅豆詞人）
紅豆の詞
客
　
圖譜傳はり
　　
８
 綠苔吟窩塵跡滅（
 自注：竹田
曾構一小室名曰
綠苔窩）
綠苔の吟
窩
　
塵跡滅す
　　
９畫旨蕭閒參古味
　
畫旨蕭閒として古味參わる
　　
10筆格整暇斥邪掣
　
筆格整暇として邪の掣くを斥く
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11高如松鶴刷霜翎
　
高きこと松鶴の霜翎を刷るが如く
　　
12靜似澗芳照幽纈
　
靜かなる 澗芳 幽纈 照らすに似たり
　　
13君家一軸勞朶頤
　
君家の一軸
　
朵頤を勞し
　　
14我昔三拜炷香屑
　
我れ昔三拜して香屑を炷く
　　
15器玩喪志雖有箴
　
器玩に志を喪ふは箴有りと雖ども
　　
16雲煙過眼未忍瞥
　
雲煙眼を過ぎりて未だ瞥るに忍びず
　　
17守株待兔何自迂
　
株を守り兔 待つは何ぞ自ら迂からんや
　　
18買玉還櫝不容說
　
玉を買いて櫝に還へる 說くを容れず
　　
19清河笑我書畫舫
　
清河
　
我が書畫の舫を笑はん
　　
20空打珊瑚一
網鐵
　
空しく打つ珊瑚一
網の鐵
　
落合東郭（一八六七―一九四二）は肥後熊本の人で、名は為誠、字
は士応、可窓夢読騒人と号した。第五高等学校で教鞭を執った時、長尾雨山や夏目漱石と同僚で、詩は森槐南の指導を受けた。王漁洋を宗として神韻縹渺・餘情豊かな詩風で当代屈指 名手と賞賛された。著書に『燕帰草堂詩鈔』五巻がある。檀欒会第十一集には東郭も六首の作品を寄せているが、その一つ「讀種竹山人近什有感、疊前韻賦呈」という作品 「當日
　
笠屐淹留を儘くし、一村の煙雨我が掣くに任す
（自注：山人熊本に到りて我が家に宿す）
。竹田宋人の法に比べ擬らふ
（
自
注：
余
竹
田
の
山
水
小
幅
を
藏
す
な
り、
曰
は
く
宋
人
の
法
に
擬
う、
山
人
の激賞する所 為る。
）、草堂に燭を剪りて午夜に纈 」とあることか
ら、種竹がいう東郭の詩とは、この作品を指していると思われる。　
ま
た「
竹
田
」
は
江
戸
後
期
の
南
画
家、
田
能
村
竹
田（
一
七
七
七
―
一八三五）である。名は孝憲。字は君彝。号は竹田などと称
した。絵
を谷文晁らにまなび、独自の画風を確立した 頼山陽ら文人 も広く交流し、詩や書 もすぐれた。画論書に『山中人饒舌』 ある。竹田
は填詞にも造詣が深く、東郭の詩中に言う「図譜」はその著書『填詞図譜』を指そう。東郭の詩に付された槐南の評語には「種竹曾て東郭の草堂小印 得、此を以て其の竹田の書幅に還へんと欲す。東郭婉辭に斥く。
之の幅は即はち謂ふ所の筆宋人法擬者なり。
」とあることから、
この間の事情がわかる。　
一八〇二（享和二）年に行われた柴野栗山の寿蘇会では、参加者の
一人であった倉成善� 持参していた怪石を、列席者が所望し、皆で奪い合ったという故事が見えるが、このことは蘇軾の文人趣味を意識したものであった。種竹が田能村竹田の絵画を欲したのも、書画骨董を愛好する文人ならではの行為である。槐南は種竹の詩 評語に「他日、
本
朝
書
畫
舫
寶
繪
錄
を
編
ず
る
者、
必
ず
此
の
詩
を
借
重
す
べ
し。
」
と
述
べている。　
種竹の先の
詩が絵画的な味わいを持っているのも、種竹の中国の芸
術への造詣の深さを窺わせるもの はなかろうか
五、本田種竹と蘇軾
　
このように種竹の詠雪詩三首を比較してみると、その使用されてい
る典故も、詩風自体も、それぞれに違っ 趣向をこ していることがわかろう。また同会で詠じた別の作品「一月
晦天
雨雪盈
地三寸、入夜
未
止、
吾
意
快
甚、
八
疊
聚
星
堂
韻、
寄
冷
灰
居
士
」
の
末
二
句
で
は、
「
小
照
須留竹坨朱、快飲不讓
梅庵鐵（小照須からく竹坨朱を留め、快飲梅庵
鐵に讓らず」と述べ、それぞれの句には種竹自ら「竹坨朱に
雪屋の小
照
有
り、
題
詠
す
る
者
極
め
て
多
し。
」、「
鐵
梅
庵
雪
中
友
と
會
し、
各
お
の
東
坡の興龍節微
雪（５）
の韻を用ふ。
梅庵の詩の
結末に云ふ、
好拚三百六十醉、
日
對
快
友
酣
流
霞。
」
と
注
し
て
い
る。
こ
こ
で
は
清
の
著
名
な
文
人
の
故
事
を
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詩に詠じているのである。
「朱竹坨」
、朱彝尊（一六二九―一七〇九）
は清初の学者、詩人で字は錫
せきちょう
鬯、号は竹垞。浙江省秀水（嘉興県）の
人。
「
鐵
梅
庵
」
と
は
鉄
保（
一
七
五
二
―
一
八
二
四
）
の
こ
と
で、
清
代
の
官
僚で書家としても著名であった。字は冶亭。　
ま
た、
種
竹
の
別
の
作
品
に
は
強
い
諷
刺
性
を
持
つ
も
の
あ
る。
「
天
復
大
雪
偶
有
所
感、
用
聚
星
堂
禁
體
韻
十
三
疊
」
に
は、
「
党
大
尉
家
羊
羔
酣、
宋
尚
書
第妓裙纈。可令明質付滓泥、由來大道忌棲屑 豐歉誰策萬姓安、陰晴乍
判
一
瞬
瞥。
（
党
大
尉
の
家
　
羊
羔
酣
し
み、
宋
尚
書
の
第
　
妓
裙
　
纈
る。
明質を令て滓泥に付せしむ可し、由來
　
大道
　
棲屑を忌む。豐歉
　
誰
が
策
か
萬
姓
を
安
ん
ぜ
ん、
陰
晴
　
乍
ち
判
ず
一
瞬
の
瞥。
）」）
と
述
べ、
槐
南
は「疊韻疊萹するも未だ諷喻の切なるに及ぶ者有らず、種竹一眼に
覻
定し、竟ひに斯の作有らん。
」と評している。
　
種竹は檀欒会の参加者の中でも特に蘇軾に造詣が深く、作品もかく
様々な趣向に富んだものであった。しかし読者がこれらの作品を読み解き、理解を深めるにあたっては、森槐南の評語も大きな助けとなっていることもわかろう。評者 るものは作者と拮抗する知識 才能が必要なのである。種竹もそのことは十分に理解し、槐南の才能を評価し、槐南に贈られた「五畳韻
贈槐南君」では「我詩非公解者誰、祇願
終
始
磁
引
鐵。
（
我
が
詩
公
に
非
ざ
れ
ば
解
す
る
者
は
誰
ぞ、
祇
だ
願
ふ
終
始
磁
鐵を引くを。
）」と詠じている。
　「
聚
星
堂
雪
」
に
関
連
す
る
作
品
は「
白
戦
」
と
い
わ
れ
る
が
如
く、
詩
の
作
者の作詩の技量を競う上で格好の材料であったわけだが、作る力と同時に読み手としての理解力にも高い水準が求められるものであったことがわかろう。こ ような戦いは評語を書いた槐南はじめ、
岩渓裳川、
落合東郭など実力の伯仲するライバルが集ってこそ成り立ちうる唱和であり、檀欒会がその戦いの場を提供できたと う事実からも、その作詩技術の水準の高さが窺われる。　
稿をあらためて、さらにこれら種竹の好敵手たちの作品をみていき
たい。　　
注
（１）
　『中央大学人文研紀要』第七七号（二〇一三年十月）
（２）
　
種竹の伝記は入谷仙介「懐古田舎詩存解題」 （ 『詩集日本漢詩』第
十九巻、汲古書院、一九八九年） 、 『没後一〇〇年記念展
　
漢詩人
　
本田
種竹』 「本田種竹年譜」 （徳島県文学書道館、平成十九年）などによる。
（３）
　
評論「文学」 （一八九六年九月五日）
（４）
　「畫粥」は貧乏な喩え。宋代の宰相范仲淹が若い時貧乏で、一度の粥
を朝晩二回に分けて食べたという故事による。 （ 『宋朝事実類苑』卷九引『湘山野録』 ）
（５）
　「興龍節侍宴前一日微雪與子由同訪王定國小飲」 （ 『蘇軾詩集合註』巻
五）
（商学部教授・中国古典文学）
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